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（premenstrual syndrome, PMS）やさらに深刻な状態の月経前不快気分障害（premenstrual 





















































































a. 小学４年生以前      b. 小学５年         c. 小学６年 
d. 中学１年        e. 中学２年        f. 中学３年   





a. 毎月一回    b. 毎月二回以上    c. ２ヶ月に一回   d. ３ヶ月に一回 









a. 多 い （生理期間のほとんど毎日）       c. 少ない （生理期間のほとんど毎日） 







a. 痛み→（その部位：①腰 ／ ②下腹部 ／ ③頭 ／ ④背部 ／ ⑤眼 ／ ⑥その他（      ） 
b. だるさ 
c. 胸の張り 








（           ） 
l. 特に気になる症状はない 
 















































ますか？  当てはまる項目（a～c） を〇で囲んでください。（選択は一つ） 







a. 痛み→（その部位：①腰 ／ ②下腹部 ／ ③頭 ／ ④背部 ／ ⑤眼 ／ ⑥その他（      ） 
b. だるさ  
c. 胸の張り  












Q7.の a～j を選択した方のみにお聞きします。 
その症状があるときどのような対処をしていますか？以下の項目（a～c）を〇で囲んでください。（選
択は一つ） 






























































 初経時期は 444名のうち 94.4%が 10歳～15歳、3.6%が 10 歳以前、0.7%が 16 歳～18歳であり、
Q10. 
将来、子供を産みたいと思いますか？その理由も教えてください。以下の項目（a～c）を〇で囲んで
ください   （選択は一つ） 
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原発性無月経が 0.7%、無記入は 0.7%であった。 
２）月経周期 
 原発性無月経 3名を除く 441名のうち、正常周期は 75.1%、異常周期が 24.7%（内訳：稀発月経
18.4%・頻発月経 6.1%）、無記入（生理不順のため不明）0.2%だった。 
３）月経期間 
 原発性無月経 3 名を除く 441 名のうち月経期間が約 4～8 日間が 82.8%、1～3 日以内が 13.8%、
10 日以上が 2.9%、不順のため不明 0.2%、無記入は 0.2%だった。月経期間の正常範囲は 3 日～7
日で、2 日以内のものを過短月経、8日以上のものを過長月経 7)といわれているが、今回の質問に
おいては、事前の調査不足のため約 4～8日、1～3日以内、10 日以上として行った。 
４）経血量 
 原発性無月経 3 名を除く 441 名中、自覚する経血量について普通（82.2%）、多い（13.7%）、少
ない 2.9%、続発性無月経 0.2%、無記入（不順のため不明）0.2%だった。 
５）月経前（約 10 日間）の不快症状 
 原発性無月経 3名を除く 441名中、「気になる症状あり」が 77.6%、「特に気になる症状は無い」






















Fig.1 月経前の不快症状 （複数回答, n=342） 
 
６）月経前不快症状の対処法 
 原発性無月経 3 名を除く 441 名中、身体的症状のみまたは身体症状と精神的症状が合併すると
回答した 325 名のうち、症状の対処法で一番多かったのは「我慢する」72.6%であり、「鎮痛剤使




森ノ宮医療大学紀要紀要 第 11 号；95-109,2017 






















Fig.2 月経中の不快症状 （複数回答, n=364） 
 
８）月経中の不快症状の対処法 
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１０）将来子供を産みたいと思うか 
 444 名全体のうち「産みたい」が 82.0%、「産みたいと思わない」2.5%、「どちらでもない」11.9%、
「無記入」3.6%だった（Fig.4）。出産に消極的な意思を示した 2.5%のその理由は、子育てが大変
そう 4 件、痛そう 4 件、子供が嫌い 2 件、責任があり育てられる自信がない 2 件、仕事がしたい









Fig.4 将来の出産希望  (n=444） 
 
１１）月経や女性特有の症状に関する悩みについて（自由記述） 




















Fig.5 月経や女性特有の症状に関する悩み （自由記述, n=444, 述べ件数） 
 
１２）学校生活または寮生活に関する悩み（自由記述） 
































 全体の 48.9%が「月経や女性特有の悩み」で無記入、特になしが 16.9%、記載ありが 34.2%だっ
た。記載あり群が、他群に比べて異常周期、無月経ともにパーセンテージが高かった。月経前・
中の不快症状ではいずれの群においても 70-80%台と高値を示していた。「学校生活または寮生活
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２）学年ごとの比較 













は 86%で他の群よりも若干高めだった。月経に対するイメージは肯定的な印象が 73％だった。 
（３）3年 127名の集計結果 
正常周期は 83%で、月経前・中とどちらも 80%だった。月経に対するイメージでは 72％が肯定
的な印象だった。 
 
３）将来の妊娠希望の有無による比較（Table 3）444 名を対象 
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４．考察 
（１）入寮思春期女子の月経に関する背景 
わが国における初経年齢は平均 12歳であり 7)、本研究対象者の初経年齢も 94.4%が 10～15歳の
間に集中していた。82.8%が正常月経期間を示していたが、月経周期においては、無月経 3 名を除














ことからも分かるように PMS の特徴が 10代思春期女子にも現れていることが分かる。PMS は月経
周期の黄体期に性成熟期の女性の 20%から 50%にみられる月経前 3 日から 10 日続く精神的あるい

















































女子の月経不順が目立ったと報告されている 6)。本研究においても月経周期異常の率は 1 年生が
最も高く、3 年生になるにつれて低下する傾向がみられた。10 代思春期女子は身体が未発達のた
め月経不順があり、数年で落ち着くといわれることから、初経より年数を経るにつれて軽減され

















森ノ宮医療大学紀要紀要 第 11 号；95-109,2017 
（７）将来の出産希望の有無による違い 
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Questionnaire survey on female high school dormitory students’ attitudes 
toward menstrual symptoms and reproductive health 
 
Aya Hagihara, Shoko Masuyama 
 




Objective: To explore the present situation of female high school dormitory students’ 
attitudes toward menstrual symptoms and reproductive health. 
Subjects and Methods: Using our original question form, we conducted a questionnaire survey 
for 459 female high school students (from the first to third year) in two dormitories in 
X Prefecture. 
Results: The response rate was 97% (444 answered). Of the respondent students, 24.7% had 
menstrual cycle abnormality, 77.6% had premenstrual symptom, and 82.5% had symptom during 
menstruation. The most common was pain, followed by mental symptoms such as irritability 
during the premenstrual and the menstrual period. For the symptoms, more students answered 
that they endure rather than using analgesics. 69.1% had a positive attitude toward 
menstruation, and 82.0% wanted to have a child in the future. 27.5% had some kind of 
psychological distress in their school or dormitory, and the most common one was 
interpersonal relationship. Of the 75 students who responded to have no worries about 
menstruation or distress specific to women, 15% had disorder of menstrual cycle.  
Conclusion: The findings suggest the need for thorough education on knowledge and coping 
related to menstruation during high school period, and reassessing whether or not the 
present mental support is enough. Also, we could confirm that, considering individual 
circumstances, careful watch and comprehensive care from both the mental and physical point 
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